
第
四
章 

イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
「
天
下
」
理
解
と
朝
廷
理
解 

   
 
 

は
じ
め
に 

  

前
章
ま
で
で
、
戦
国
期
を
中
心
に
宣
教
師
の
国
家
・
権
力
者
認
識
に
つ
い
て
分
析
を
行
い(

1
)

、
彼
ら
が
戦

国
期
日
本
を
連
合
国
家
の
形
態
を
も
つ
国
家
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
上
部
構
造
に
は
天
皇

と
足
利
将
軍
二
人
に
よ
る
支
配
構
造
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
章
で
は
、
戦
国
期
日
本
の
国

家
観
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
織
豊
期
に
お
い
て
彼
ら
の
国
家
観
が
ど
う
変
化
し
て
い
く
の
か
を
読
み
取
り
、

両
時
代
の
比
較
を
行
い
た
い
。 

 

こ
の
時
期
の
イ
エ
ズ
ス
会
書
翰
を
読
み
解
く
と
、
と
り
わ
け
目
立
つ
文
言
が
あ
る
。
「
天
下
（Tenca

）
」

で
あ
る
。
こ
の
「
天
下
」
と
い
う
表
記
が
、
中
世
か
ら
近
世
へ
と
移
行
す
る
過
程
の
中
で
、
一
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
織
豊
期
研
究
の
研
究
成
果
を
見

て
も
、
天
下
に
関
す
る
事
柄
は
、
当
該
期
権
力
を
考
え
る
上
で
無
視
で
き
な
い
問
題
で
あ
り
、
天
下
論
と

い
う
専
論
も
あ
る
こ
と
か
ら(

2
)

、
研
究
史
上
早
く
か
ら
こ
の
文
言
が
注
目
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
ま
た

近
年
活
発
な
議
論
が
さ
れ
て
い
る
王
権
論
で
も
「
天
下
」
に
注
目
す
べ
き
と
の
指
摘
も
あ
る(

3
)

。
そ
こ
で
織

豊
期
の
日
本
国
家
の
特
徴
を
読
み
取
る
の
に
「
天
下
」
が
重
要
な
文
言
で
あ
る
こ
と
は
異
論
の
な
い
こ
と

と
思
わ
れ
る
。
本
章
で
は
、
宣
教
師
が
「
天
下
」
と
い
う
文
言
と
織
豊
期
権
力
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
当
該
期
の
権
力
論
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。 

   
 
 

一 

戦
国
期
・
織
豊
期
の
権
力
者
・
国
家
認
識 

  

宣
教
師
の
「
天
下
」
に
関
す
る
認
識
を
考
察
す
る
前
に
、
戦
国
期
と
織
豊
期
そ
れ
ぞ
れ
の
宣
教
師
の
権

力
者
・
国
家
認
識
に
つ
い
て
、
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
戦
国
期
段
階
で
の
権
力
者
認

識
に
つ
い
て
、
前
章
ま
で
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。 

 

多
く
の
諸
記
録
を
今
に
伝
え
る
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
は
、
来
日
当
初
日
本
は
統
一
国
家
で
あ
り
、
そ
の

「
国
王
（rei

）
」
は
天
皇
と
将
軍
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が

入
京
し
た
の
を
契
機
に
、
日
本
の
「
国
王
」
は
戦
国
大
名
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
国
家
も
大
名
領
国
を
単

位
と
し
た
捉
え
方
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
後
、
大
名
を
「
国
王
」
と
す
る
理
解
は
戦
国
期
を
通
じ
て

変
わ
ら
な
い
。
だ
が
、
ガ
ス
パ
ル
・
ヴ
ィ
レ
ラ
に
よ
っ
て
本
格
的
に
畿
内
布
教
が
開
始
さ
れ
る
と
、
天
皇

と
将
軍
を
再
び
日
本
の
権
力
者
と
し
て
位
置
づ
け
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
実
質
的
な
権
力
の
な
い

天
皇
と
将
軍
に
対
し
て
、
戦
国
大
名
が
一
定
の
敬
意
を
示
し
て
い
る
の
を
宣
教
師
は
看
取
し
、
天
皇
と
将

軍
を
戦
国
大
名
よ
り
上
位
の
権
力
者
と
し
て
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
宣
教
師
は
天
皇
と
将

軍
を
日
本
全
国
の
「
国
王
」
と
記
し
た
り
、
日
本
の
「
国
王
」
は
あ
く
ま
で
戦
国
大
名
で
、
天
皇
と
将
軍

は
彼
ら
を
統
括
す
る
「
皇
帝
」
で
あ
る
と
評
価
し
た
り
と
、
表
記
に
揺
れ
が
生
じ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
実
態
的
な
側
面
か
ら
み
た
実
質
権
力
者
は
戦
国
大
名
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
大
名
を
権
威
に
よ
っ
て
支

配
し
て
い
る
上
位
権
力
者
が
天
皇
と
将
軍
で
あ
る
と
い
う
理
解
は
一
貫
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
名
領
国

と
そ
れ
を
統
括
す
る
朝
廷
・
幕
府
と
い
う
重
層
的
な
国
家
構
造
が
、
戦
国
期
日
本
の
特
徴
で
あ
っ
た
と
宣

教
師
達
は
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
権
力
が
実
質
的
な
権
力
の
み
で
は
把
握
で



き
な
い
と
宣
教
師
が
認
識
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
複
雑
な
国
家
形
態
が
戦
国
期
段
階
の
日

本
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。 

 

で
は
、
こ
の
よ
う
な
宣
教
師
に
よ
る
戦
国
期
日
本
の
権
力
者
・
国
家
観
は
、
織
豊
期
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
変
化
を
見
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
、
国
家
構
造
の
理
解
に
つ
い
て
言
え
ば
、
た
い
し
た
変
化
は

み
ら
れ
な
い
。 

 

天
皇
に
つ
い
て
は
、
織
豊
期
に
至
っ
て
も
「
内
裏
（D

airi

）
」
「
皇
（V

o

）
」
と
、
日
本
語
を
ロ
ー
マ

字
表
記
に
し
て
本
国
に
伝
達
し
て
お
り
、
そ
の
説
明
を
「
最
高
の
君
主
（principal senhor

）
」
「
絶
対
君

主
（senhor absoluto

）
」
や
「
日
本
全
国
の
国
王
（o rei de todo Japão

）
」
な
ど
と
し
て
い
る
。
天
皇

に
誰
も
服
従
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
「
日
本
本．
来．
の．
国
王
（o rei proprio de Japão

）
」
と
も
記
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
う
し
た
表
記
や
認
識
は
戦
国
期
に
も
見
ら
れ
る
。
大
名
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
大
名
を
「
国

王
」
と
す
る
表
記
が
こ
の
時
期
に
も
多
数
あ
り
、
大
名
領
国
を
国
家
と
し
、
大
名
を
「
国
王
」
と
す
る
見

方
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。 

 

足
利
将
軍
に
対
す
る
評
価
は
若
干
異
な
る
。
織
田
信
長
が
足
利
義
昭
を
奉
じ
て
上
洛
し
て
以
降
、
義
昭

を
戦
国
期
同
様
「
公
方
（C

ubo

）
」
あ
る
い
は
「
公
方
様
（C

uboçam
a

）
」
と
表
記
し
て
い
る
が
、
そ
こ

に
「
公
方
様
」
の
表
記
を
説
明
す
る
記
述
は
管
見
に
触
れ
な
い
。
フ
ロ
イ
ス
が
「
公
方
様
」
の
説
明
を
す

る
の
は
、
実
に
信
長
死
後
の
書
翰
で
あ
り
、
そ
の
説
明
も
「
内
裏
に
次
ぐ
日
本
の
君
主
で
あ
る
公
方
様
（O

 C
ubocam

a, que he logo o im
m

ediato senhor de Iapão depois do D
ayri

）
」(

4
)

と
い
う
よ
う
に
、
天

皇
と
将
軍
の
差
を
明
確
に
す
る
よ
う
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
な
ぜ
「
公
方
」
の
説
明
が
な
か

っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
は
残
る
が
、
宣
教
師
達
が
義
昭
よ
り
も
信
長
に
注
目
し
た
結
果
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
天
皇
と
将
軍
の
関
係
に
こ
だ
わ
れ
ば
、
宣
教
師
の
理
解
に
微
妙
な
変
化
が
表
れ
た
と
も
い
え

る
が
、
天
皇
・
将
軍
と
も
に
大
名
よ
り
も
上
位
の
権
力
者
と
い
う
理
解
で
は
一
貫
し
て
お
り
、
そ
の
点
で

は
戦
国
期
と
織
豊
期
の
日
本
国
家
に
対
す
る
認
識
は
一
致
す
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
国
家
の
枠
組
み
に
お
い
て
は
、
宣
教
師
は
戦
国
期
か
ら
織
豊
期
を
連
続
的
に
捉
え
た

こ
と
が
見
い
出
せ
る
の
で
あ
る
。 

   
 
 

二 

宣
教
師
の
信
長
・
秀
吉
認
識
と
「
天
下
」
の
使
用 

  

で
は
、
織
豊
政
権
の
画
期
と
は
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
戦
国
期
と
織
豊
期

は
そ
れ
ぞ
れ
中
世
・
近
世
と
切
り
離
し
て
捉
え
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
織
豊
政
権
を
統
一
政
権

と
位
置
づ
け
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
理
解
は
異
論
の
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
統
一
政
権
の
成
立
を

い
つ
と
見
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
画
期
を
何
に
求
め
る
の
か
が
、
織
豊
期
研
究
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ

っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
宣
教
師
の
視
点
か
ら
そ
れ
を
考
え
て
み
た
い
。 

 

ま
ず
、
信
長
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
信
長
関
連
記
事
が
最
初
に
登
場
す
る
書
翰
は
、
管
見
の
限
り
一

五
六
八
年
一
〇
月
四
日
付
、
堺
発
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
書
翰
で
あ
る(

5
)

。
そ
こ
に
は
、
「
突
然
、
尾
張
の
国

王
（
織
田
信
長
）
が
、
都
で
殺
さ
れ
た
公
方
様
（
足
利
義
輝
）
の
兄
弟
（
足
利
義
昭
）
を
武
力
に
よ
っ
て

（
将
軍
職
に
）
就
か
せ
る
た
め
に
、
六
万
の
軍
勢
を
率
い
て
都
に
や
っ
て
き
ま
し
た
（veo de supito el r

ei de V
oári sobre o m

iaco com
 sesenta m

il hom
ens pera m

eter por força de arm
as de posse o i

rm
ão do C

ubòçam
a que m

atarão no m
iaco

）
」(

6
)

と
書
か
れ
て
い
る
。
信
長
が
足
利
義
昭
を
奉
じ
て
上

洛
し
た
こ
と
を
指
す
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
信
長
は
「
尾
張
の
国
王
（el rei de V

oári

）
」
と
記



さ
れ
て
お
り
、
大
名
を
「
国
王
（rei

）
」
と
す
る
戦
国
期
段
階
で
の
表
記
が
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い

る
。
信
長
は
西
国
に
い
た
戦
国
大
名
と
同
格
の
権
力
者
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

 

そ
れ
が
、
翌
年
に
な
る
と
信
長
に
対
す
る
注
目
度
が
一
気
に
上
が
る
。
そ
の
書
翰
が
同
じ
く
フ
ロ
イ
ス

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
、
一
五
六
九
年
六
月
一
日
付
、
都
発
、
豊
後
の
ベ
ル
シ
ョ
ー
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ

ド
宛
書
翰
で
あ
る(

7
)

。
こ
の
書
翰
は
、
畿
内
キ
リ
シ
タ
ン
史
の
重
要
史
料
と
さ
れ
て
お
り
、
有
名
な
フ
ロ
イ

ス
の
信
長
に
対
す
る
人
物
評
も
こ
の
書
翰
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
人
物
評
に
は
、
信
長
の
容
貌
や
性
格

な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
信
長
の
権
力
に
つ
い
て
は
次
の
二
点
が
注
目
で
き
る
。(

8
) 

 

【
史
料
１
】 

 

１
．
日
本
の
す
べ
て
の
王
侯
を
見
下
し
て
お
り
、
位
の
低
い
も
の
に
対
す
る
か
の
よ
う
に
肩
の
上

か
ら
彼
ら
に
話
し
か
け
ま
す
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
者
が
絶
対
君
主
に
対
す
る
よ
う
に
服
従
し
て
お

り
ま
す
（a todos os R

eis &
 Principes do Iapão despreza, &

 lhe por cim
a do om

bro com
o 

a seus inferiores, &
 he de todos obedecido sum

m
am

ente com
o senhor absoluto

）
。 

 

２
．
彼
の
父
は
尾
張
国
の
領
主
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
彼
は
四
年
間
で
い
と
も
巧
み
な
策
略

に
よ
り
、
十
七
、
八
カ
国
を
己
れ
の
支
配
下
に
お
き
、
主
要
な
八
カ
国
、
す
な
わ
ち
都
が
あ
る
山
城

国
全
体
と
他
の
隣
国
は
七
、
八
日
間
で
征
服
し
ま
し
た
（Sendo seu pai som

ente Senhor do R
ein

o de V
oári, elle por sua abilissim

a industria de quatro annos a esta parte tem
 sogeitados d

ebaixo do seu im
perio dezasete ou dezoito reinos: &

 os oito principaes, que he todo o R
ei

no de Iam
axiro, onde esta o M

iaco, &
 outros com

ercãos, conquistou em
 sete ou oito dia

s.

）
。 

  

こ
の
箇
所
を
見
る
だ
け
で
、
フ
ロ
イ
ス
が
信
長
を
畿
内
の
実
質
的
な
支
配
者
と
し
て
評
価
し
て
い
た
こ

と
が
読
み
と
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
書
翰
に
は
、
信
長
が
宣
教
師
に
与
え
た
朱
印
状
に
関
す
る
記
事
も
書
か

れ
て
い
る
が
、
フ
ロ
イ
ス
は
将
軍
足
利
義
昭
の
禁
制
よ
り
も
信
長
の
朱
印
状
を
重
視
し
て
お
り(

9
)

、
信
長
の

権
力
に
注
目
し
、
頼
ろ
う
と
し
た
フ
ロ
イ
ス
の
行
動
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
信
長
の
表
記
に

関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
信
長
（N

obunanga

）
」
と
呼
び
捨
て(

1
0
)

で
あ
り
、
「
尾
張
の
国
王
（o rei d

e V
oari

）
」(

1
1
)

と
説
明
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
宣
教
師
は
信
長
の
実
質
権
力
は
認
め
る
も
の
の
、
天

皇
や
将
軍
に
値
す
る
権
力
者
で
は
な
く
、
や
は
り
戦
国
大
名
と
同
格
の
権
力
者
と
位
置
付
け
て
い
る
の
で

あ
る
。 

 

天
正
年
間
に
入
る
と
、
信
長
に
対
す
る
表
記
に
も
変
化
が
出
て
く
る
。
一
五
七
九
年
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

カ
リ
オ
ン
書
翰
で
は
日
本
の
国
家
情
報
を
伝
え
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
信
長
を
「
（
本
州
の
）
第
一
人
者

は
名
を
信
長
と
い
っ
て
、
現
在
は
都
お
よ
び
二
十
五
、
六
カ
国
の
領
主
（O

 prim
eiro que se cham

a N
o

bunanga, que he agora senhor do M
iàco, &

 de outros vinte &
 cinco ou 26. reinos

）
」
と
説
明
し

て
い
る(

1
2
)

。
カ
リ
オ
ン
は
同
年
同
じ
よ
う
な
日
本
情
報
を
認
め
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
「
全
日
本
筆
頭
の
領

主
で
あ
る
信
長
（N

obunanga que he o principal senhor de todo Iapão

）
」
と
説
明
し
て
い
る(

1
3)

。
こ

の
よ
う
な
事
例
は
、
一
五
七
八
年
の
フ
ロ
イ
ス
書
翰
に
「
今
や
日
本
最
大
の
領
主
で
あ
る
信
長
（N

obunan
ga que agora he o m

aior senhor de Iapão

）
」(

1
4
)

、
一
五
八
〇
年
の
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
書
翰
に
「
日
本

最
大
の
領
主
信
長
（N

obunanga que he o m
aior senhor de Iapão

）
」(

1
5
)

と
書
か
れ
て
お
り
、
イ
エ
ズ

ス
会
宣
教
師
は
共
通
し
て
信
長
を
「
最
大
の
領
主
（o m

aior senhor

）
」
「
筆
頭
の
領
主
（o principal s

enhor

）
」
と
理
解
し
、
彼
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 



 
こ
の
「
最
大
の
領
主
」
「
筆
頭
の
領
主
」
と
い
う
信
長
に
対
す
る
評
価
は
、
一
見
強
大
な
政
権
が
誕
生

し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
ぐ
に
こ
う
結
論
づ
け
る
の
は
早
計
で
あ
る
。

実
は
、
こ
う
し
た
記
述
は
以
前
に
も
あ
り
、
大
内
義
隆
に
対
し
て
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
フ
ロ
イ
ス
「
日
本
史
」
に
「
（
ザ
ビ
エ
ル
は
）
当
時
日
本
中
で
最
大
の
君
主
は
、
人
々
が
語
っ

て
い
る
と
お
り
、
既
述
の
山
口
の
国
王
［
大
内
義
隆
］
で
あ
る
こ
と
を
看
取
し
（entendendo o Padre qu

e o m
aior senhor, que se dizia florecer em

 Japão, era, com
o tem

os dito, o rey de Y
am

anguch
i

）
」
た
と
書
か
れ
て
お
り(

1
6
)

、
ザ
ビ
エ
ル
書
翰
で
も
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
閣
下
以
上
の
領
地
と
家
臣
を
有

す
る
大
領
主
（grande senhor de terras e vassalos que o serenissim

o R
ey de Portugal

）
」(

1
7
)

と
あ

る
。
義
隆
も
同
じ
よ
う
に
「
最
大
の
領
主
（o m

aior senhor

）
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
信
長

は
こ
の
時
点
で
は
畿
内
諸
国
の
大
領
主
で
あ
る
が
、
天
皇
や
将
軍
の
よ
う
な
日
本
全
国
の
統
一
権
力
者
で

は
な
く
、
か
つ
て
の
大
内
義
隆
同
様
、
日
本
の
主
要
な
領
主
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
書
翰
に
「
今
や
全
日
本
の
皇
帝
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
信
長
が

都
に
い
た
時
（Estando N

obunânga no M
iàco, que agora he com

o em
perador de todo o Iapão

）
」

(
1
8
)

、
と
い
う
表
記
が
出
て
く
る
。
信
長
を
こ
の
時
期
皇
帝
、
す
な
わ
ち
天
皇
や
足
利
将
軍
に
近
い
権
力
者
と

し
て
位
置
付
け
た
表
記
と
し
て
注
目
で
き
る
。
た
だ
、
こ
れ
も
信
長
を
「
日
本
全
国
の
国
王
や
皇
帝
」
と

言
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
い
ま
だ
信
長
を
日
本
全
国
の
統
一
権
力
者
と
し
て
位
置
付
け
て
は
い
な
い
。 

 

信
長
に
対
す
る
評
価
で
注
目
す
べ
き
変
化
が
見
ら
れ
る
の
は
、
本
能
寺
の
変
前
後
の
書
翰
で
あ
る
。
ま

ず
、
一
五
八
二
年
二
月
一
五
日
付
、
ガ
ス
パ
ル
・
コ
エ
リ
ョ
に
よ
る
一
五
八
一
年
度
日
本
年
報
を
見
て
い

こ
う
。 

 

【
史
料
２
】 

信
長
は
、
一
小
国
（hum

 pequeno reino

）
を
領
有
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
武
力
と
策
略
に
よ
っ
て

短
期
間
の
う
ち
に
日
本
の
全
君
主
国
の
君
主
（senhor de toda a m
onarchia de Iapão
）
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
三
十
四
カ
国
を
従
え
て
お
り
、
他
国
に
も
手
を
広
げ
、
さ
ら
に
残
る
諸
国
全
て
の
領
主

た
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
（
中
略
）
も
し
こ
れ
ら
の
仏
僧
［
本
願
寺
等
］
が
い
な
か
っ
た
な

ら
ば
、
彼
［
信
長
］
は
す
で
に
日
本
全
国
の
君
主
（senhor de todo Iapão

）
と
な
っ
て
い
た
で
し
ょ

う
。
（
中
略
）
都
の
街
は
〈
別
の
と
こ
ろ
で
記
し
た
よ
う
に
〉
日
本
全
国
の
本
来
の
君
主
（senhor n

atural de todo Iapão

）
で
あ
る
内
裏
の
居
所
で
あ
り
ま
す
。
現
在
彼
は
（
日
本
）
統
治
の
象
徴
に
す

ぎ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
街
は
日
本
全
国
の
政
庁
で
あ
り
首
都
（crte &

 cabeça de todo Iapão

）
で
あ
り

ま
す
。
（
中
略
）
信
長
は
都
お
よ
び
天
下
〔
日
本
人
は
日
本
の
君
主
国
（M

onarchia Iapão

）
を
こ
の

よ
う
に
呼
ん
で
お
り
ま
す
〕
の
君
主
（senhor do M

iaco &
 Tenca

）
で
あ
り
ま
す
が
、
普
段
は
近

江
国
安
土
山
に
住
ん
で
お
り
ま
す
。(

1
9
) 

   

続
い
て
一
五
八
二
年
フ
ロ
イ
ス
の
信
長
の
死
に
関
す
る
報
告
書
で
あ
る
。 

 

【
史
料
３
】 

彼
［
信
長
］
は
尾
張
と
称
す
る
国
の
半
（
国
）
の
領
主
（senhor som

ente dam
etade de hum

 reino,
 por nom

e V
oary

）
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
策
略
と
軍
事
力
に
よ
っ
て
日
本
全
国
の
国
王
（R

ei
 de todo o Iapão

）
で
あ
る
内
裏
に
次
ぐ
人
物
で
あ
る
公
方
様
を
都
（
の
君
主
［
将
軍
職
］
）
に
就

任
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
さ
で
は
勇
敢
で
あ
り
、
寛
大
な
気
質
で
、
策
略
に
長
け
て
お
り
、
元
来



思
慮
深
い
の
で
、
つ
ね
に
日
本
人
の
心
を
つ
か
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
公
方
を
都
か
ら
追
放
し

て
、
日
本
の
君
主
国
（m

onarchia de Iapão

）
と
呼
ば
れ
る
天
下
（Tenca

）
と
い
う
近
隣
諸
国
の
平

定
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
成
功
を
収
め
た
の
で
、
彼
は
さ
ら
に
名
声
と
領
土
を
広
げ
、
わ
ず

か
数
年
で
五
十
国
以
上
を
征
服
し
支
配
下
に
置
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
征
服
し
た
国
王
達
を
殺
し
て

莫
大
な
財
産
を
蓄
え
た
の
で
、
日
本
の
主
な
富
と
貴
重
な
品
々
は
彼
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま

し
た
。 

（
中
略
）
（
信
長
は
）
日
本
の
全
六
十
六
カ
国
の
絶
対
領
主
（senhor absoluto de todos os sesent

a &
 seis reinos de Iapão

）
と
な
っ
た
な
ら
ば
、
武
力
に
よ
っ
て
中
国
を
征
服
す
る
た
め
の
大
軍
（h

um
a grande arm

ada

）
を
準
備
し
、
彼
の
息
子
た
ち
に
諸
国
を
分
け
与
え
る
考
え
で
あ
り
ま
し
た
。(

2

0
) 

  

【
史
料
２
】
【
史
料
３
】
と
も
に
極
め
て
貴
重
な
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
信
長
は
も
と
も
と
尾

張
の
一
領
主
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
短
期
間
で
「
日
本
の
君
主
国
の
領
主
」
に
な
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

そ
の
「
君
主
国
」
と
は
「
天
下
」
で
あ
る
こ
と
が
両
史
料
の
後
半
部
分
か
ら
読
み
と
れ
る
の
で
、
信
長
は

「
天
下
の
君
主
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
【
史
料
２
】
に
は
、
本
願
寺
が
い
な
け
れ
ば
「
日
本
全
土

の
君
主
」
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
、
【
史
料
３
】
に
は
「
日
本
全
六
十
六
カ
国
の
絶
対
君
主
に
な
っ

た
な
ら
ば
」
と
あ
る
よ
う
に
、
宣
教
師
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
信
長
は
「
日
本
全
国
の
君
主
」
で
は
な
か
っ

た
。
つ
ま
り
、
信
長
は
「
天
下
の
君
主
」
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
「
日
本
全
国
の
君
主
」
に
は
未
達
成
段

階
の
権
力
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

で
は
、
「
日
本
全
国
の
君
主
」
と
は
い
か
な
る
権
力
者
を
指
し
て
い
た
の
か
。
【
史
料
３
】
で
天
皇
を

「
全
日
本
の
本
来
の
君
主
」
と
説
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら(

2
1
)

、
実
体
を
伴
っ
て
い
る
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、

天
皇
が
「
日
本
全
国
の
君
主
」
と
い
う
理
解
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る(

2
2
)

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
信
長
は
天

皇
と
同
等
・
同
格
の
地
位
に
近
づ
き
、
そ
の
志
向
性
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
ま
だ
そ
こ
ま
で
到
達
し
て

い
な
い
権
力
と
い
う
評
価
で
あ
っ
た
の
で
あ
る(

2
3
)

。 
 

「
日
本
全
国
の
国
王
」
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
の
時
期
の
信
長
が
他
の
戦
国
大
名
と
は
一
線
を
画
す
る

権
力
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
宣
教
師
の
史
料
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
大

名
領
国
の
「
国
王
」
と
い
う
表
記
で
は
な
く
、
「
天
下
の
君
主
」
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
も
容
易
に
理
解
で
き
よ
う
。
こ
の
「
天
下
」
は
、
す
な
わ
ち
「
君
主
国
」
の
こ
と
で
あ
る
と
宣
教
師
も

記
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
戦
国
期
の
権
力
者
に
対
す
る
説
明
に
は
見
ら
れ
な
い
新
た
な
表
現
で
あ
る
。

こ
の
「
天
下
」
と
い
う
宣
教
師
の
表
記
は
、
宣
教
師
間
で
日
本
の
権
力
・
国
家
観
の
捉
え
直
し
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
文
言
と
い
う
こ
と
で
看
過
で
き
な
い
。
こ
の
点
は
次
節
で
検
討
す
る
。 

 

続
い
て
、
秀
吉
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
イ
エ
ズ
ス
会
書
翰
で
の
秀
吉
の
初
見
史
料
は
、
一
五
六
九

年
七
月
一
二
日
付
、
都
発
、
ベ
ル
シ
ョ
ー
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
宛
フ
ロ
イ
ス
書
翰
で
、
「
こ
の
藤
吉

郎
と
い
う
名
の
貴
人
（este fidalgo, por nom

e foquigiro

）
」(

2
4
)

と
書
か
れ
て
い
る
。
伴
天
連
追
放
の
綸

旨
が
出
さ
れ
、
宣
教
師
の
京
都
滞
在
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
、
フ
ロ
イ
ス
は
信
長
の
い
る
岐
阜
に
ま
で
や

っ
て
き
た
。
そ
の
際
、
秀
吉
は
フ
ロ
イ
ス
に
京
都
滞
在
の
再
許
可
を
す
る
書
状
の
取
次
を
行
い
、
か
つ
副

状
を
与
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る(

2
5
)

。
そ
の
後
は
「
信
長
の
重
立
っ
た
部
将
の
一
人
（hum

 dos princi
paes capitães de N

obunanga

）
」(2

6
)

と
い
う
記
述
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
、
織
田
軍
団
の
一
翼
を
担
っ
た

「
部
将
（capitão

）
」
の
一
人
と
し
て
、
宣
教
師
に
認
識
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
上
の
評
価
は
な
い
。
秀

吉
が
宣
教
師
に
注
目
さ
れ
る
の
は
信
長
死
後
の
こ
と
で
あ
る
。 



 
一
五
八
四
年
一
月
二
日
付
、
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
フ
ロ
イ
ス
の
一
五
八
三
年
度
日
本
年
報
に
は
、
秀
吉

が
信
長
死
後
の
畿
内
支
配
を
行
っ
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
【
史
料
４
】 

私
達
は
、
日
本
の
諸
事
や
信
長
の
死
後
生
じ
た
戦
さ
、
天
下
、
す
な
わ
ち
都
に
隣
接
す
る
国
々
で
あ

る
君
主
国
の
支
配
や
統
治
を
誰
が
手
に
し
た
か
に
つ
い
て
、
彼
［
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
］
に
書
き
記
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
者
は
、
今
の
と
こ
ろ
信
長
の
家
臣
で
あ
っ
た
一
貴
人
（hum

 fidalgo criado de 
N

obunanga

）
で
あ
り
ま
す
。
（
彼
は
）
戦
に
お
い
て
大
変
勇
猛
で
敏
腕
で
あ
り
ま
す
が
、
あ
ま
り
身

分
や
家
柄
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
名
を
羽
柴
筑
前
（
秀
吉
）
殿
と
い
い
ま
す
。(

2
7) 

  

本
能
寺
の
変
後
一
年
以
上
た
っ
て
か
ら
書
か
れ
た
報
告
書
で
あ
る
が
、
フ
ロ
イ
ス
は
こ
の
年
報
で
信
長

の
後
継
者
と
し
て
秀
吉
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
秀
吉
が
「
天
下
の
君
主
」
と
し
て
信
長

の
後
継
者
と
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
は
、
信
長
の
重
臣
等
を
従
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
年
報
に
も
秀
吉

の
強
敵
と
し
て
柴
田
勝
家
や
織
田
信
孝
等
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
勝
家
に
対
し
て
は
、
賤

ヶ
岳
の
戦
い
で
勝
利
を
得
る
ま
で
、
秀
吉
は
相
当
警
戒
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
報
告
に
も
書
か
れ
て
お

り
、
「
彼
［
秀
吉
］
は
、
柴
田
殿
と
い
う
名
の
一
貴
人
を
大
変
恐
れ
て
い
ま
し
た
（se tem

ia grandem
ent

e hum
 fidalgo, por nom

e X
ibatadono

）
」(

2
8
)

と
あ
る
。
信
孝
に
つ
い
て
も
、
彼
が
「
天
下
」
を
望
ん
で

秀
吉
と
対
峙
す
る
が
敗
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
秀
吉
が
信
長
の
後
継
者
と
し
て
の

地
位
に
至
る
ま
で
に
、
信
長
の
子
息
や
家
臣
な
ど
と
の
後
継
者
争
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ

し
て
、
秀
吉
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
当
時
信
長
の
地
位
で
あ
っ
た
「
天
下
の
君
主
」
で
あ
っ
た
。
秀
吉
が

信
長
の
跡
を
継
ぎ
、
「
天
下
の
君
主
」
に
な
っ
た
後
、
次
に
目
指
し
た
の
が
「
日
本
全
国
の
君
主
」
で
あ

っ
た
。
先
の
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
宛
フ
ロ
イ
ス
書
翰
に
は
、
「
日
本
全
国
の
絶
対
君
主
と
な
る
ま
で
留
ま
る

こ
と
が
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
（m

ostra pretende não descansar ate senão fazer absoluto senhor de
 todo Iapão

）
」(

2
9
)

と
書
か
れ
て
い
る
。 

 

一
五
八
五
年
に
秀
吉
は
関
白
と
な
る
が
、
関
白
就
任
に
つ
い
て
は
宣
教
師
も
注
目
し
た
と
こ
ろ
で
、
彼

ら
の
書
翰
に
も
記
さ
れ
て
い
る(

3
0
)

。 
 

【
史
料
５
】 

 

羽
柴
筑
前
殿
（Faxiba C

hicugendono

）
は
、
全
日
本
（universal de Iapão

）
の
国
王
（rei

）
で

あ
る
（
天
）
皇
（V

ó

）
か
ら
、
同
人
が
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
最
高
の
権
威
と
栄
誉
を
受
け
る
た
め

都
に
向
か
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
（
天
）
皇
が
彼
を
名
誉
に
お
い
て
（
天
）
皇
の
す
ぐ
次

の
（
地
位
に
当
た
る
）
関
白
殿
に
任
じ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
（
織
田
）
信
長
の
才
知
や
権
力
、

（
天
）
皇
に
示
し
た
多
大
な
る
庇
護
を
も
っ
て
し
て
も
、
彼
が
た
い
へ
ん
望
ん
で
い
た
こ
の
称
号
を

与
え
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）
こ
の
よ
う
に
し
て
、
彼
は
日
本
全
国
の
絶
対
君
主
（a

bsoluto senhor de todo Iapão

）
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

  

こ
れ
は
、
一
五
八
五
年
一
一
月
一
三
日
付
、
長
崎
発
、
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
書
翰

で
あ
る
。
秀
吉
は
天
皇
か
ら
関
白
の
称
号
を
得
る
た
め
都
に
向
か
い
、
関
白
就
任
を
果
た
し
た
。
こ
の
関

白
は
天
皇
に
次
ぐ
高
位
の
称
号
で
あ
り
、
そ
の
地
位
に
秀
吉
が
就
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
全
国
の
絶

対
君
主
も
目
前
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
と
、
フ
ロ
イ
ス
は
考
え
て
い
る(

3
1
)

。
こ
の
時
期
の
秀
吉
権
力



の
強
大
さ
か
ら
考
え
て
も
、
フ
ロ
イ
ス
の
見
解
は
的
を
射
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
関
白
就

任
を
信
長
も
望
ん
で
い
た
と
い
う
記
述
は
、
他
の
傍
証
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
関
白
」
は
信
長
存

命
中
の
イ
エ
ズ
ス
会
書
翰
に
は
表
れ
な
か
っ
た
文
言
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
信
長
が
関
白
を
望
ん
だ
と
い
う

記
述
も
【
史
料
５
】
以
前
で
は
管
見
に
触
れ
な
い
。
信
長
は
「
日
本
全
国
の
絶
対
君
主
」
に
な
る
こ
と
を

望
ん
で
い
た
と
の
記
録
は
あ
る
の
で
、
フ
ロ
イ
ス
が
関
白
と
い
う
称
号
を
「
日
本
全
国
の
君
主
」
に
値
す

る
も
の
と
理
解
し
た
た
め
、
信
長
も
関
白
に
な
り
た
か
っ
た
と
記
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か(

3
2
)

。 
 

そ
れ
以
降
秀
吉
は
「
ほ
ぼ
（
日
本
）
全
国
の
君
主
」(

3
3)

と
い
う
よ
う
に
、
日
本
全
国
の
君
主
に
近
づ
き
つ

つ
あ
る
権
力
と
評
価
さ
れ
、
最
終
的
に
は
「
日
本
全
国
の
絶
対
君
主
」(34

)

と
評
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

そ
れ
と
と
も
に
「
日
本
全
国
の
国
王
」
と
も
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る(

3
5
)

。
い
つ
「
日
本
全
国
の
国
王
・

絶
対
君
主
」
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
、
宣
教
師
の
書
翰
で
は
正
確
な
時
期
を
特
定
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
一
五
八
八
年
二
月
二
〇
日
付
フ
ロ
イ
ス
書
翰
か
ら
確
認
で
き
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
関
白
に
就
任
し
、
九
州
平
定
を
果
た
し
た
時
期
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
宣
教
師

の
中
心
的
な
宣
教
活
動
地
域
で
あ
る
西
日
本
を
秀
吉
が
平
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
の
目
か
ら
み
て
も

秀
吉
は
日
本
の
統
一
権
力
者
で
あ
り
、
絶
対
君
主
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

   
 
 

三 

「
天
下
」
と
い
う
語
句
に
対
す
る
理
解 

  

宣
教
師
の
権
力
者
観
に
お
い
て
、
織
豊
期
が
先
の
戦
国
期
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
彼
ら
が
「
天
下
（T

enca

）
」
と
い
う
文
言
を
使
用
し
た
点
に
あ
る
。
本
節
で
は
宣
教
師
が
「
天
下
」
を
ど
う
理
解
し
て
い
た
か

を
解
明
し
、
天
下
論
へ
の
道
筋
を
た
て
て
い
き
た
い
。 

 

ま
ず
、
宣
教
師
が
「
天
下
」
を
使
用
し
た
時
期
を
見
て
い
こ
う
。
管
見
の
限
り
に
お
い
て(

3
6)

、
イ
エ
ズ
ス

会
書
翰
の
「
天
下
」
の
初
見
史
料
は
、
一
五
八
一
年
四
月
一
四
日
付
都
発
フ
ロ
イ
ス
書
翰
で
あ
る
。
安
土

で
の
左
義
長
と
馬
揃
え
の
記
事
を
載
せ
、
そ
の
祭
り
は
信
長
の
名
声
を
天
下
に
知
ら
し
め
る
た
め
で
あ
っ

た
と
い
う
説
明
の
中
で
「
天
下
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る(

3
7
)

。
次
に
見
ら
れ
る
の
は
、
一
五
八
二
年
二
月
一
五

日
付
の
ガ
ス
パ
ル
・
コ
エ
リ
ョ
が
執
筆
し
た
一
五
八
一
年
度
日
本
年
報
、
す
な
わ
ち
【
史
料
２
】
で
あ
る
。

安
土
山
の
修
道
院
と
司
祭
館
の
情
勢
を
伝
え
る
際
、
信
長
を
「
都
お
よ
び
天
下
の
君
主
」
と
伝
え
て
い
る
。

同
年
一
一
月
五
日
付
の
フ
ロ
イ
ス
の
信
長
の
死
に
関
す
る
報
告
書
で
も
、
信
長
の
統
一
事
業
の
中
で
「
天

下
」
の
征
服
に
乗
り
出
し
た
記
事
が
書
か
れ
て
い
る(

3
8)

。 
 

こ
の
よ
う
に
、
宣
教
師
は
織
田
期
に
な
っ
て
初
め
て
「
天
下
」
と
い
う
文
言
を
使
用
し
、
そ
の
使
用
時

期
も
天
正
九
年
（
一
五
八
一
年
）
以
降
で
あ
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
史
料
が
報
告

書
と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
宣
教
師
が
「
天
下
」
を
理
解
し
て
い
た
の
は
、
書
翰
や
年
報
な
ど

に
こ
の
語
句
が
使
用
さ
れ
る
以
前
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
信
長
が
「
天
下
」
の
支
配
に
乗
り

出
し
、
「
天
下
の
君
主
」
に
な
っ
た
と
宣
教
師
が
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
お
よ
そ
信
長
が
安
土
に

居
を
移
し
た
頃
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。 

 

周
知
の
よ
う
に
、
信
長
自
身
は
上
洛
以
前
よ
り
「
天
下
布
武
」
印
を
使
用
し
て
お
り
、
元
亀
元
年
に
出

さ
れ
た
足
利
義
昭
・
織
田
信
長
条
書
に
も
「
一
、
天
下
之
儀
、
何
様
ニ
も
信
長
ニ
被
任
置
之
上
者
、
…
」

「
一
、
天
下
御
静
謐
之
条
、
…
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
天
下
」
と
い
う
概
念
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
フ
ロ
イ
ス
は
永
禄
一
二
年
に
信
長
と
初
対
面
し
、
京
都
滞
在
を
認
め
る
朱
印
状
（
実
際
は
禁
制
）

を
得
て
い
る
が
、
こ
の
朱
印
状
に
は
天
下
布
武
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
の
で
、
フ
ロ
イ
ス
は
「
天
下
」
と



い
う
文
言
を
実
見
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
朱
印
の
文
字
を
理
解
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い

も
の
の
、
筆
ま
め
な
性
格
の
フ
ロ
イ
ス
な
ら
ば
、
当
然
こ
の
時
期
の
書
翰
に
「
天
下
」
と
い
う
言
葉
を
書

き
記
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
ま
た
信
長
が
本
能
寺
の
変
で
た
お
れ
る
ま
で
数
十
回
と
対
面
し
た
フ
ロ

イ
ス
が
、
「
天
下
」
と
い
う
文
言
を
信
長
の
安
土
在
城
期
ま
で
一
度
も
聞
か
な
か
っ
た
可
能
性
は
低
い
。 

 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ロ
イ
ス
を
は
じ
め
宣
教
師
の
書
翰
に
「
天
下
」
と
い
う
文
言
が
登
場
し
な
か
っ

た
の
は
、
た
と
え
こ
の
言
葉
を
知
っ
て
い
た
に
せ
よ
、
他
の
宣
教
師
や
本
国
に
伝
え
る
際
と
り
た
て
て
重

要
な
語
句
で
は
な
か
っ
た
と
判
断
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
信
長
自
身
が
「
天
下
布
武
」
と

い
う
理
念
の
も
と
に
早
く
か
ら
政
権
構
想
を
立
て
て
い
て
も
、
実
体
と
し
て
現
れ
始
め
た
の
は
信
長
の
安

土
居
城
頃
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
信
長
が
天
下
支
配
と
そ
の

政
権
構
想
を
抱
き
、
そ
れ
を
押
し
進
め
て
い
っ
た
点
と
、
そ
れ
が
周
囲
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点

と
は
時
期
・
内
容
と
も
に
区
別
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
「
天
下
」
の
も
つ
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ

ま
で
の
研
究
で
は
、
「
天
下
」
に
関
す
る
見
解
は
様
々
で
あ
る
も
の
の(

3
9
)

、
特
定
の
領
域
を
指
し
示
す
語
句

で
は
な
い
と
い
う
理
解
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
あ
え
て
、
領
域
を
示
す
な
ら
ば
、
京
都
を
中
心
と
し
た

中
央
政
局
と
解
さ
れ
て
い
る(

4
0
)

。
で
は
、
西
欧
人
は
「
天
下
」
を
ど
う
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま

ず
「
日
葡
辞
書
」(

4
1
)

を
見
て
い
き
た
い 

 

【
史
料
６
】 

「
日
葡
辞
書
」 

天
下
：Tenca 

天
が
下
：A

m
ega xita. 

君
主
国
も
し
く
は
帝
国
：M

onarchia, ou im
perio 

  

「
天
下
」
と
は
「
君
主
国
」
ま
た
は
「
帝
国
」
の
こ
と
で
あ
る
と
、
説
明
は
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
で
あ

る
。
で
は
、
当
時
の
イ
エ
ズ
ス
会
書
翰
に
ど
う
書
か
れ
て
い
た
か
と
い
え
ば
、
【
史
料
２
】
の
よ
う
に
「
君

主
国
」
と
い
う
説
明
が
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
天
下
」
＝
「
君
主
国
」
と
考
え
た
方
が
よ
り
正
確
で
あ
る
。 

 

で
は
、
そ
の
君
主
国
と
は
何
な
の
か
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
原
文
で
はM

onarchia

と
書
か
れ
て
い
る(

4
2
)

。m
o

narchia

と
は
、
本
来
た
だ
一
人
の
最
高
権
力
者
、
す
な
わ
ち
君
主
・
帝
王
に
よ
る
支
配
体
制
を
指
す
。m

on
archia

も
「
天
下
」
同
様
、
特
定
の
地
域
で
は
な
く
中
央
政
局
を
表
す
概
念
用
語
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
中
央
政
局
が
ど
こ
に
あ
る
と
彼
ら
は
理
解
し
て
い
る
か
を
探
る
と
、
あ
る
程
度
そ
の
領
域
が
見
え
て

く
る
。
そ
の
地
域
は
「
天
下
、
す
な
わ
ち
都
に
隣
接
す
る
諸
国
か
ら
な
る
君
主
国
（Tenca, que quer diz

er a m
onarquia dos reinos confins ao M

iaco

）
」(

4
3
)

「
天
下
、
す
な
わ
ち
都
の
国
々
（Tenca, que sã

o os reinos de M
iaco

）
」(

44
)

「
都
お
よ
び
天
下
」(

4
5
)

と
、
い
く
つ
か
の
書
翰
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
事
例
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
「
天
下
」
は
京
都
を
中
心
と
し
た
畿
内
周
辺
地
域
を
指
す
と
思
わ
れ
る

が
、
も
う
少
し
「
天
下
」
の
事
例
を
見
て
い
き
た
い
。
そ
れ
ら
が
読
み
と
れ
る
「
天
下
」
の
事
例
を
い
く

つ
か
挙
げ
る
。 

 

【
史
料
７
】 

こ
の
う
ち
［
本
州
を
指
す
］
、
最
も
主
要
な
も
の
と
し
て
五
畿
内
（G

oquinay

）
の
五
カ
国
が
あ
り
、

日
本
の
君
主
国
（M

onarchia de Iapão

）
を
形
成
し
て
お
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
に
日
本
全
国



の
首
都
で
あ
る
都
（M

iaco

）
が
あ
る
か
ら
で
す
。
五
畿
内
の
領
主
（Senhor do G

oquinai

）
に
な
っ

た
者
が
、
天
下
（Tenca

）
、
す
な
わ
ち
日
本
の
君
主
国
（M

onarchia de Iapão

）
の
君
主
と
呼
ば
れ

ま
す
。
（
そ
し
て
）
そ
の
力
に
応
じ
て
、
天
下
の
君
主
と
な
っ
た
者
が
、
そ
の
他
の
国
々
を
従
え
よ

う
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。(46)  

 

【
史
料
８
】 

 

彼
［
秀
吉
］
を
今
や
関
白
殿
、
天
下
の
君
主
と
呼
び
ま
す
が
、
こ
れ
は
日
本
最
高
の
国
王
の
別
称

で
す
。 

 
elle, o qual cham

ão agora Q
uam

bucodono, senhor da Tenca, que he o apelido do superi
m

o rei de Iapão.(47)  
  

や
は
り
、
【
史
料
７
】
で
も
、
日
本
の
本
州
の
中
心
は
五
畿
内
で
あ
り
、
そ
の
地
域
が
日
本
の
君
主
国

で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
五
畿
内
は
日
本
全
国
の
首
都
で
あ
る
「
都
」
が
あ
る
こ
と

を
挙
げ
て
い
る
。
「
都
」
が
日
本
の
首
都
で
あ
る
こ
と
は
、
た
び
た
び
イ
エ
ズ
ス
会
書
翰
に
見
ら
れ
る
の

で
、
畿
内
が
日
本
の
中
心
で
あ
る
こ
と
は
早
く
よ
り
知
っ
て
い
た
。
そ
の
「
都
」
を
支
配
し
た
者
が
「
天

下
の
君
主
」
「
日
本
の
君
主
国
の
君
主
」
な
の
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宣
教
師
は
日
本
の
中
心

が
首
都
京
都
で
あ
り
、
そ
の
周
辺
地
域
が
「
天
下
」
の
領
域
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
地
域
が
君
主

国
、
す
な
わ
ち
中
央
政
局
の
地
と
捉
え
、
そ
こ
を
支
配
し
た
者
が
、
日
本
の
君
主
国
を
従
え
た
と
い
う
こ

と
で
「
天
下
の
君
主
」
に
な
る
と
理
解
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

し
か
し
、
彼
ら
の
「
天
下
」
に
対
す
る
認
識
は
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
「
天
下
」
を
単
に
領
域
と
捉

え
る
の
で
は
な
く
、
政
権
の
座
と
い
う
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
【
史
料
８
】

の
「
天
下
の
君
主
」
に
対
す
る
説
明
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
天
下
」
の
支
配
領
域
に
関
す
る
説
明
が
な
い

代
わ
り
に
、
「
天
下
の
君
主
」
は
「
日
本
最
高
の
国
王
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
「
天
下
」
は

君
主
国
と
理
解
さ
れ
て
き
た
が
、
君
主
国
の
支
配
者
は
「
日
本
最
高
の
国
王
」
と
の
理
解
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
日
本
全
国
を
支
配
し
て
い
な
く
と
も
、
君
主
国
を
従
え
れ
ば
そ
れ
は
す
な
わ
ち
「
日
本
最
高
の

国
王
」
と
み
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
た
め
に
、
最
後
に
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
『
日
本
教
会
史
』
を
引
用
す
る
。

『
日
本
教
会
史
』
は
一
六
二
〇
年
代
に
作
成
さ
れ
、
宣
教
師
の
日
本
情
報
と
し
て
集
大
成
と
も
呼
べ
る
記

録
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
も
、
個
々
の
事
柄
の
記
述
が
正
確
で
あ
り(48)

、
宣
教
師
の
「
天
下
」
に
対
す
る
理

解
を
窺
う
に
価
値
あ
る
史
料
と
い
え
る
。
第
五
章
に
あ
る
該
当
箇
所
を
挙
げ
る
。 

 

【
史
料
９
】 

［
こ
れ
よ
り
前
、
本
州
中
央
部
に
つ
い
て
、
第
一
に
は
上
（
か
み
）
、
第
二
に
畿
内
と
呼
ば
れ
て
い

る
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
］
第
三
に
は
天
下
と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
は
日
本
を
支
配
下
に
お
さ
め

て
い
る
帝
国
と
か
君
主
国
と
か
を
意
味
す
る
。
国
王
の
手
中
に
あ
る
日
本
全
体
の
政
府
が
そ
こ
に
あ

り
、
ま
た
、
武
家
階
級
の
領
主
た
ち
が
国
王
の
政
府
を
簒
奪
し
た
今
日
に
お
い
て
も
ま
た
そ
こ
に
あ

る
た
め
に
、
そ
う
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
地
方
を
支
配
す
る
者
は
、
天
下
を
治
め
、
全
国
の
命

令
権
、
支
配
権
、
統
治
権
を
得
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
人
を
普
通
に
天
下
殿
、
あ
る
い
は
将
軍
、
公
方

と
呼
ん
で
お
り
、
王
国
の
総
司
令
官
で
あ
る
。(49)  

3.º cham
ase Tença que quer dizer, o im

perio, ou M
onarchia do Senhorio de Iapão por resp



eito de estar ali o gouverno de todo Iapão que o R
ey tem

, e tam
bem

 nos tem
pos de agora

 que os Senhores da ordem
 m

ilitar uzurparão o gouverno real, e aquelle que Senhorea aqu
ella parte se diz gouvernar a Teça, e ter o m

ando o Senhorio, e im
perio de tudo, que com

m
um

m
ente cham

ão Senhor da Tença, ou X
ôgun, e C

ubôo, que he capitão geral do reyno.
(
5

0
) 

  

内
容
は
、
「
日
葡
辞
書
」
お
よ
び
こ
れ
ま
で
挙
げ
て
き
た
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
と
ぴ
っ
た
り
一
致
し
て
い

る
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
こ
こ
に
書
か
れ
た
内
容
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
共
通
理
解
だ
っ
た
こ
と
を

裏
付
け
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
【
史
料
９
】
に
は
、
本
州
の
中
心
地
域
は
「
天
下
（Tença

）
」
と
呼
ば
れ
、

そ
れ
は
日
本
を
支
配
下
に
治
め
て
い
る
「
帝
国
（im

perio

）
」
・
「
君
主
国
（m

onarchia

）
」
を
意
味
し

て
い
る
と
あ
る
。
ま
た
、
そ
こ
に
は
日
本
全
体
の
政
府
が
あ
り
、
こ
の
地
方
を
支
配
す
る
者
は
、
天
下
を

治
め
、
全
て
の
「
命
令
権
（m

ando

）
」
、
「
支
配
権
（Senhorio

）
」
、
「
統
治
権
（im

perio

）
」(

5
1
)

を

得
る
と
書
か
れ
て
い
る
。 

 

つ
ま
り
、
日
本
の
首
都
で
あ
り
、
日
本
全
国
の
政
庁
で
あ
る
京
都
を
中
心
と
す
る
「
天
下
」
を
掌
握
す

る
こ
と
で
、
全
国
の
命
令
権
・
統
治
権
・
支
配
権
が
手
に
入
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
見
ら
れ
るm

ando

や

im
perio

と
い
っ
た
語
句
は
、
ザ
ビ
エ
ル
来
日
以
前
に
作
成
さ
れ
た
ラ
ン
チ
ロ
ッ
ト
の
日
本
情
報
以
来
、
権

力
者
情
報
に
は
た
び
た
び
出
て
く
る
文
言
で
あ
り
、
「
国
王
」
に
位
置
づ
け
る
上
で
の
指
標
と
な
る
語
句

で
あ
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
は
、
権
力
者
を
評
価
す
る
際
「
命
令
権
」
「
支
配
権
」
を
有
す
る
権
力
者

を
「
国
王
」
と
位
置
づ
け
、
事
実
上
の
王
と
見
な
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る(

5
2
)

。
ザ
ビ
エ
ル
入
京
以
後
は
、
戦

国
大
名
が
「
命
令
権
」
「
支
配
権
」
を
有
す
る
権
力
者
と
し
て
「
国
王
」
と
称
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
あ
く

ま
で
彼
ら
の
領
国
に
留
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
「
天
下
」
と
い
う
日
本
の
君
主
国
を
支
配
し
た
織
豊
期

権
力
は
、
日
本
全
国
の
「
命
令
権
」
「
支
配
権
」
を
握
っ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
支
配
力
や
影
響
力
は
全

国
に
及
ぶ
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
「
天
下
の
君
主
」
に
よ
る
支
配
体
制
を
日
本
の
中
央
政

権
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
先
の
大
名
権
力
と
は
次
元
の
異
な
る
政
権
の
誕
生
と
評
価
で
き

る
。 

 

し
か
も
、
信
長
・
秀
吉
・
家
康
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
「
天
下
の
君
主
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
ロ
ド
リ
ゲ
ス
も
「
太
閤
は
一
五
八
二
年
に
天
下
を
受
け
継
い
だ
」(53)

と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、

秀
吉
は
信
長
か
ら
「
天
下
の
君
主
」
と
し
て
政
権
を
引
き
継
い
だ
と
宣
教
師
は
理
解
し
、
そ
の
後
最
終
的

に
は
徳
川
政
権
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
天
下
の
君
主
」
に
よ
る
支
配
体
制
は
織
田
政
権

か
ら
徳
川
政
権
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
つ
ま
り
、
宣
教
師
の
権
力
者
観
に
よ
れ

ば
、
織
田
政
権
の
成
立
を
も
っ
て
、
室
町
幕
府
に
代
わ
る
新
た
な
統
一
政
権
の
誕
生
と
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。 

  

四 

天
皇
権
威
に
対
す
る
注
目 

  

前
節
ま
で
で
、
織
豊
政
権
が
「
天
下
」
を
支
配
し
た
新
た
な
中
央
政
権
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
で

は
、
こ
の
政
権
を
如
何
な
る
形
態
に
よ
る
政
権
と
位
置
付
け
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
解
き
明
か
す

に
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
で
は
な
く
、
邦
文
の
当
該
史
料
に
当
た
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
承
知

し
た
上
で
、
筆
者
は
先
程
の
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
教
会
史
』
の
【
史
料
９
】
に
注
目
し
た
い
。
ロ
ド
リ
ゲ



ス
は
「
天
下
人
（
＝
天
下
の
君
主
）
」(

5
4)

を
「
将
軍
」
「
公
方
」
と
称
す
の
だ
と
言
う
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
は

徳
川
時
代
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
家
康
が
征
夷
大
将
軍
職
に
就
い
て
い
た
こ
と
か
ら
そ
う
言
っ
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
が
秀
吉
の
時
代
な
ら
ば
、
「
関
白
」
「
太
閤
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
挙
げ
た

史
料
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
天
下
の
君
主
」
を
日
本
で
何
と
呼
ん
だ
か
に
つ
い
て
比
定
す

る
こ
と
自
体
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
該
当
す
る
も
の
が
官
職
で
あ
る
と
い
う
点
は
注
目

に
値
す
る
。 

 

こ
の
新
た
な
る
政
権
を
官
職
と
い
う
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
少
な
く
と
も
秀
吉
・
家
康
は
旧
来
よ
り
の
官

職
を
受
け
て
お
り
、
従
来
の
政
権
の
枠
組
み
に
落
ち
着
く
こ
と
と
な
る(

5
5
)

。
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
は
、
【
史

料
５
】
で
秀
吉
が
信
長
の
後
継
者
と
な
り
、
全
国
平
定
も
目
前
と
い
う
段
階
で
関
白
と
い
う
称
号
を
天
皇

か
ら
得
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
時
彼
ら
は
「
日
本
全
国
の
君
主
」
間
近
の
秀
吉
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、

「
関
白
」
と
い
う
「
最
高
の
権
威
と
栄
誉
」
を
授
与
し
た
天
皇
に
も
注
目
す
る
の
で
あ
る
。
宣
教
師
は
、

「
天
下
の
君
主
」
で
あ
っ
た
秀
吉
が
、
自
ら
単
独
で
「
国
王
」
と
な
ら
ず
、
天
皇
か
ら
「
関
白
」
を
授
与

さ
れ
、
「
権
威
」
「
栄
誉
」
を
得
た
こ
と
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
。
「
名
誉
の
国
王
」
で
あ
っ
た
天
皇
の
権

威
の
源
を
、
彼
ら
は
「
権
威
」
「
栄
誉
」
の
授
与
、
す
な
わ
ち
官
職
授
与
に
見
た
の
で
あ
る
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
、
フ
ロ
イ
ス
は
「
日
本
史
」
に
お
い
て
、
「
当
（
日
本
）
六
十
六
カ
国
全
体
の
最
高
君
主

で
あ
り
、
国
王
か
つ
主
権
者
は
た
だ
一
人
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
皇
、
も
し
く
は
天
皇
、
ま
た
は
内
裏
と
称

す
る
（o senhor universal, rey e m

onarca de todos estes 66 reynos, não hé m
ais que hum

, que s
e cham

a V
o vel Tenno ou D

airi

）
」(

5
6
)

と
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
秀
吉
権
力
が
最
も
優
勢
で
あ
っ
た
時

代
で
、
こ
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
る
の
は
、
た
と
え
秀
吉
の
権
力
が
強
大
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
従
来

の
政
治
機
構
を
破
壊
し
て
新
た
な
政
権
機
構
を
創
成
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
む
し
ろ
旧
来
の
そ
れ
を
利
用
し

な
が
ら
政
権
づ
く
り
を
行
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
考
え
て
も
、
公
武
対
立
と
い
う
状
況
が
生
じ

る
こ
と
は
な
く
、
必
然
的
に
公
武
が
併
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
後
、
宣
教
師
は
報
告
書
や
書
翰
な
ど
で
頻
り
に
天
皇
が
「
本
来
真
の
国
王
で
あ
る
」
と
書
き
記
す(

5

7
)

。
そ
れ
以
前
で
天
皇
に
宣
教
師
が
注
目
し
た
事
例
は
少
な
く
、
主
に
二
点
挙
げ
る
の
み
で
あ
る
。
一
つ
は

ザ
ビ
エ
ル
が
入
京
す
る
以
前
で
、
天
皇
が
日
本
の
「
国
王
」
で
あ
り
、
そ
の
「
国
王
」
に
謁
見
す
る
た
め

に
入
京
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
永
禄
一
二
年
に
伴
天
連
追
放
の
綸
旨
が
出
さ
れ
、
京
都

居
住
を
め
ぐ
る
一
連
の
事
件
の
中
で
天
皇
の
名
が
書
翰
に
た
び
た
び
登
場
す
る
事
例
で
あ
る
。
し
か
し
、

前
者
は
入
京
後
に
は
実
質
権
力
の
な
い
「
名
誉
の
み
の
国
王
」
と
の
評
価
に
留
ま
る
こ
と
と
な
る
。
畿
内

布
教
後
に
は
再
び
天
皇
を
「
国
王
」
と
し
て
位
置
付
け
る
も
の
の
、
評
価
自
体
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
後

者
に
つ
い
て
は
、
一
件
が
落
ち
着
く
と
宣
教
師
は
天
皇
の
話
を
取
り
上
げ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

そ
れ
に
対
し
て
、
豊
臣
期
の
イ
エ
ズ
ス
会
書
翰
に
見
ら
れ
る
天
皇
関
連
記
事
は
、
確
か
に
「
名
誉
の
み

の
国
王
」
と
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、
実
質
的
権
力
者
の
秀
吉
よ
り
上
位
に
位
置
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
【
史
料
５
】
に
あ
る
「
（
天
）
皇
が
彼
を
名
誉
に
お
い
て
（
天
）
皇
の
す
ぐ
次
の
（
地

位
に
当
た
る
）
関
白
殿
に
任
じ
た
」
と
い
う
箇
所
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
記
述
は
他
に
も
見
ら
れ(

5
8
)

、

秀
吉
の
権
力
の
強
大
さ
を
示
す
と
と
も
に
、
天
皇
の
権
威
を
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
つ
ま

り
、
豊
臣
政
権
と
い
う
名
実
と
も
に
日
本
の
支
配
者
た
る
権
力
の
誕
生
に
よ
っ
て
も
、
天
皇
の
権
威
は
失

わ
れ
な
か
っ
た
と
宣
教
師
は
理
解
し
た
の
で
あ
る
。 

 

彼
ら
が
天
皇
を
「
本
来
の
国
王
」
と
表
現
し
た
の
は
、
日
本
は
武
家
単
独
の
政
権
で
は
な
く
、
朝
廷
と

い
う
別
の
支
配
機
構
が
存
在
す
る
こ
と
を
伝
え
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
朝
廷
の
方
が

本
来
の
支
配
機
構
で
あ
っ
た
と
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
支
配
権
が
な
い
こ
と
は
相
変
わ
ら
ず
記



さ
れ
て
い
る
の
で
、
天
皇
の
権
威
が
高
ま
っ
た
と
い
う
の
は
自
身
の
力
に
よ
る
も
の
で
な
い
。
ま
た
、
宣

教
師
は
結
局
朝
廷
と
の
深
い
関
わ
り
を
も
つ
に
至
ら
ず
、
武
家
政
権
を
中
心
に
報
告
し
、
朝
廷
な
い
し
天

皇
に
関
す
る
記
事
を
補
足
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
秀
吉
の
治
世
に
天
皇
を
「
国
王
」
な
い
し

「
皇
帝
」
と
位
置
付
け
た
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
こ
れ
は
ザ
ビ
エ
ル
が
来
日
す
る
以
前
よ
り
、
天
皇
と

将
軍
を
同
位
に
位
置
付
け
て
説
明
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
豊
臣
秀
吉
と
い
う
名
実
と
も
に

日
本
全
国
の
覇
者
が
誕
生
し
て
も
な
お
、
そ
の
説
明
に
変
更
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
、
宣
教
師
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
織
豊
政
権
は
「
天
下
」
を
握
っ
た
日
本
の
新
た
な
中
央
政
権
で

あ
り
、
戦
国
期
と
は
一
線
を
画
す
る
政
権
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
と
と
も
に
朝
廷
と
の
共
存
を
果

た
す
公
武
が
併
存
す
る
政
権
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
時
期
の
日
本
国
家
の
構
造
面
で
の
特
徴

で
も
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
宣
教
師
の
天
皇
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
、
豊
臣
期
の
特
徴
と
し

て
留
意
す
べ
き
で
あ
る(

5
9
)

。
従
っ
て
、
彼
ら
が
織
豊
政
権
を
君
主
国
で
あ
る
「
天
下
」
を
支
配
し
た
政
権
と

し
て
説
明
し
た
こ
と
と
と
も
に
、
こ
の
時
期
彼
ら
が
天
皇
に
も
注
目
し
た
こ
と
の
意
味
を
深
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
宣
教
師
は
、
天
皇
の
持
つ
権
威
の
源
泉
と
し
て
、
天
皇
の
官
職
授
与
に
注
目
し
た(

6
0
)

が
、
「
天

下
」
に
よ
る
支
配
と
い
う
側
面
（
新
し
い
動
き
）
と
、
公
武
の
併
存
関
係
（
旧
来
よ
り
の
動
き
）
の
両
面

を
読
み
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
織
豊
政
権
の
特
徴
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

   
 
 

お
わ
り
に 

  

イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
は
、
ザ
ビ
エ
ル
入
京
を
契
機
に
大
名
領
国
を
一
つ
の
国
家
と
捉
え
、
そ
れ
を
統
括

す
る
幕
府
や
朝
廷
が
存
在
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
連
合
国
家
的
な
要
素
を
持
つ
国
家
構
造
と
理
解
し
て
い

た
。
こ
う
し
た
捉
え
方
は
、
基
本
的
に
は
織
豊
期
に
至
っ
て
も
変
化
し
な
い
こ
と
を
本
章
で
明
ら
か
に
し

た
。 

 

し
か
し
、
国
家
構
造
上
の
上
位
部
分
に
あ
た
る
統
一
権
力
の
捉
え
方
に
大
き
な
変
化
が
確
認
で
き
る
。

そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
語
句
が
、
本
章
で
検
討
し
て
き
た
「
天
下
」
で
あ
っ
た
。
本
能
寺
の
変
直
前
、

宣
教
師
は
信
長
に
対
し
て
「
天
下
の
君
主
」
と
説
明
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
信
長
横
死
後
は
秀
吉
を
そ
の

後
継
者
と
し
て
認
め
、
信
長
同
様
「
天
下
の
君
主
」
と
位
置
付
け
る
。
秀
吉
が
全
国
平
定
を
果
た
す
と
、

「
日
本
全
国
の
君
主
・
国
王
」
と
事
実
上
の
「
日
本
国
王
」
と
説
明
す
る
が
、
依
然
と
し
て
「
天
下
の
君

主
」
は
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
い
で
徳
川
政
権
に
至
る
と
、
家
康
に
も
同
じ
よ
う
に
「
天
下
の
君
主
」
が

使
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
上
か
ら
、
「
天
下
」
と
い
う
文
言
は
統
一
政
権
の
形
成
過
程
を
把
握
す
る
上
で
重
要
な
語
句
で
あ
る

こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
宣
教
師
は
「
天
下
」
を
君
主
国m

onarchia(m
onarchy)

と
理
解
し
、
京
都
を
中
心
と

す
る
畿
内
地
域
が
そ
れ
に
該
当
す
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
地
域
を
支
配
す
る
者
は
、
全
て
の
命
令
権
・

支
配
権
を
握
っ
た
こ
と
と
な
り
、
日
本
全
国
へ
の
支
配
力
が
及
ぶ
と
認
識
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
天
下

の
君
主
」
は
「
日
本
全
国
の
君
主
」
と
同
義
語
で
は
な
い
が
、
日
本
の
中
央
政
権
の
君
主
と
し
て
評
価
さ

れ
、
日
本
全
国
へ
の
影
響
力
も
大
き
い
も
の
と
宣
教
師
は
判
断
し
た
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
「
天
下
の
君

主
」
に
よ
る
支
配
体
制
を
、
こ
れ
ま
で
の
室
町
幕
府
と
は
異
な
る
、
新
た
な
武
家
に
よ
る
中
央
政
権
の
誕

生
と
位
置
付
け
た
宣
教
師
の
認
識
は
、
妥
当
な
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

ま
た
信
長
の
死
後
、
秀
吉
・
家
康
と
も
に
「
天
下
の
君
主
」
と
称
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
各
政
権

は
皆
同
次
元
の
権
力
者
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
「
天
下
の
君
主
」
に
よ
る
支
配
体
制
が
室
町
幕
府
に
代
わ



る
新
た
な
中
央
政
権
で
あ
り
、
豊
臣
政
権
と
徳
川
政
権
を
近
世
に
位
置
付
け
る
こ
と
に
異
論
が
な
い
な
ら

ば
、
こ
の
中
央
政
権
を
近
世
政
権
と
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
し
て
織
田
政
権
を
も
っ
て
そ
の

創
始
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
宣
教
師
の
認
識
で
あ
り
、
か
つ

近
世
国
家
の
定
義
も
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ゆ
え
に
、
近
世
国
家
の
成
立
を
織
田
政
権
に
み
る
に
は
、

さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
自
覚
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
天
下
」
が
近
世
国
家
の
成
立
を
考

え
る
上
で
重
要
な
文
言
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
織
田
政
権
を
も
っ
て
宣
教
師
に
使
用
さ
れ
始
め
た
こ
と
は
、

近
世
成
立
過
程
を
考
え
る
上
で
重
要
な
論
点
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

 

問
題
は
、
そ
の
天
下
の
淵
源
を
ど
こ
に
求
め
る
か
で
あ
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
「
天
下
」
自
体
は
古

く
よ
り
使
わ
れ
て
い
た
文
言
で
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
信
長
が
中
世
社
会
の
「
天
下
」
と
は
全
く
異
な
る

「
天
下
」
観
念
を
創
出
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
に
基
づ
き
つ
つ
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
の
か
と
い

う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
下
論
で
の
中
心
的
課
題
の
一
つ
で
あ
る
が
、
議
論
は
二
分
さ
れ
て
い
る(

6
1)

。
本
章

で
明
ら
か
に
し
た
点
か
ら
私
見
を
述
べ
れ
ば
、
「
天
下
の
君
主
」
を
日
本
で
は
「
将
軍
」
「
公
方
」
等
と

称
す
る
と
宣
教
師
は
捉
え
て
お
り
、
「
天
下
」
と
官
職
と
の
関
連
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

宣
教
師
の
使
用
し
て
い
る
「
天
下
」
が
、
前
代
に
日
本
人
が
使
用
し
て
い
た
そ
れ
と
全
く
か
け
離
れ
た
も

の
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
、
「
天
下
」
と
い
う
文
言
自
体
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
旧
来
よ
り
の
「
天
下
」

と
の
関
連
性
を
重
視
す
べ
き
と
い
え
よ
う
。 

 

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
は
、
宣
教
師
が
天
正
年
間
に
な
っ
て
初
め
て
「
天
下
」
を
使
用
し
た

こ
と
で
あ
る
。
フ
ロ
イ
ス
は
、
永
禄
一
二
年
に
信
長
か
ら
朱
印
状
を
得
て
お
り
、
そ
の
後
数
十
回
と
信
長

に
謁
見
し
て
い
る
。
そ
の
彼
が
、
「
天
下
」
に
関
し
て
語
ら
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
時
点
で
は
こ
の
文
言

に
つ
い
て
そ
れ
ほ
ど
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
か
ら
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
天
正
年
間
に
入
っ
て
か
ら
初

め
て
「
天
下
」
を
用
い
た
点
を
考
え
る
な
ら
ば
、
織
田
政
権
が
日
本
の
新
た
な
中
央
政
権
と
し
て
注
目
さ

れ
出
す
の
は
、
天
正
年
間
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
フ
ロ
イ
ス
は
、
そ
の
新
た
な
中
央

政
権
を
表
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
現
地
語
と
し
て
、
こ
の
「
天
下
」
と
い
う
言
葉
を
理
解
し
、
使
用
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。 

 

「
天
下
」
の
淵
源
を
ど
こ
に
求
め
る
か
と
い
う
問
題
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
従
来
通
り
研
究
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
権
力
者
や
被
支
配
層
が
こ
の
時
期
「
天
下
」

を
用
い
始
め
る
契
機
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
「
天
下
」
観
念

の
新
規
性
と
古
来
よ
り
の
継
続
性
と
い
う
相
反
す
る
見
解
を
ま
と
め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。 

 


